
 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会 

令和6年度長野大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程：202４年 9 月 19 日（木）～20 日（金） 

場 所：長野市芸術館 ・ ホテルメトロポリタン長野  

 

 

         関東ブロック商工会青年部連絡協議会 

    長野県商工会青年部連合会  

『つなぐ～おらほの想いを信州でつなごう 輪っしょい～』 
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商工会青年部宣言 

 

 

 

 

 

 

 
 

誓いの言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かけがえのない人たちと、かけがえのない地域のために 

 

 われわれは、自己の利益追求のみならず、国家を基盤とした社会の恒久的な平和と繁栄を 

実現する。 

 

 若き事業家として、何人にも侵されない自立した経営を確立し、地域の商工業を躍動させ、 

地域の一員としてその責任を自覚すると共に先人の教えに学びつつ、未来に向けた活力ある 

社会を創出する。 

 

 この美しい国、日本に生きる者として、地球の環境問題を捉え、われわれだけでなく、次世代の

人々の為にも、継続的な運動を推し進める。 

 

 そして全ての国家、民族との交流を積極的に図り永続的共生を同じ時代を担う者としてここに 

誓う。 

1．われわれ商工会青年部は、創造力と行動力をいかし、地域振興発展の先駆者となる。 

 

1．われわれ商工会青年部は、商工会の後継者であり、将来の中核として、組織活性化の 

推進力となる。 

 

1．われわれ商工会青年部は、社会一般の福祉の増進に努め、新しいまちづくりの原動力となる。 
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月日 時 間 内    容 

９ 
月 
１９ 
日 

(木) 

10:00～ 
会場：長野市芸術館 

受付、物産展、献血開始 

12:00～12:50 

【開会式】 

① 開会宣言 

② 国歌斉唱 

③ 商工会青年部の歌斉唱 

④ 商工会青年部宣言朗読並びに誓いの言葉唱和 

⑤ 主催者挨拶 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会 会 長 小林 信作 

⑥ 開催県連挨拶 

長野県商工会連合会 会 長 間瀬 一朗 

長野県商工会青年部連合会 会 長 小松 聡志 

⑦ 来賓祝辞 

長野県 知事 阿部 守一 様 

関東経済産業局 局長代理 産業部担当次長 今野 順子 様  

全国商工会青年部連合会 会 長 夏堀 将太郎 様 

全国商工会連合会 地域経済再生本部長 宮窪 大作 様 

⑧ 来賓紹介 

⑨ 前年度優勝カップ返還 

⑩ 発表順披露 

12:50～13:05 休  憩 

13:05～14:30 

【主張発表大会】 

審査員紹介 

主張発表Ａブロック（各都県青連代表者前半６名） 

14:30～14:45 休  憩 

14:45～15:55 主張発表Ｂブロック（各都県青連代表者後半５名） 

15:55～16:05 休  憩 

16:05～17:15 

【基調講演】 

テーマ「よなよなエール流 熱量を高めるファンづくり、チームづくり」 

講 師 ㈱ヤッホーブルーイング代表取締役社長 井手直行 氏 

17:15～17:25 全国大会（大阪大会）ＰＲ 近畿府県青連 ／ 関ブロ後期ＰＲ 静岡県青連 

17:25～17:35 休  憩 

17:35～18:00 

【表彰式】 

① 審査講評・表彰  

② 閉会宣言 

18:00～19:00 会場移動 

 
19:00～20:30 

会場：ホテルメトロポリタン長野 

【交流会】（※入場 18:15～） 

２０ 
日 

(金） 
9:30～12:30 

会場：長野市芸術館 

【顕彰選考会】日程詳細は 10 頁参照 

【日程表】 
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来賓（敬称略） 

長野県          知 事  阿 部  守 一       

参議院議員（全国商工会連合会顧問）        越 智  俊 之（ご欠席）   

関東経済産業局         局 長  佐 合  達 矢       

全国商工会青年部連合会       会 長  夏 堀  将太郎       

全国商工会連合会地域経済再生本部   本部長  宮 窪  大 作       

関東ブロック商工会青年部連絡協議会      顧 問  中 嶋  貴 大       

 

開催県連 

長野県商工会連合会        会 長  間 瀬  一 朗       

 

関東ブロック役員 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会  会 長  小 林  信 作（栃木県） 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会  副会長  木 下  智 之（東京都） 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会  副会長  澁 谷  公 成（茨城県） 

関東ブロック商工会青年部連絡協議会  監 事  荒 木  新 五（千葉県） 

群馬県商工会青年部連合会      会 長  田 子  公 寛       

埼玉県商工会青年部連合会      会 長  齊 藤    克       

神奈川県商工会青年部連合会      会 長  柏 木  秀 一       

新潟県商工会青年部連合会      会 長  喜多村  考 志       

山梨県商工会青年部連合会      会 長  内 田  和 章       

静岡県商工会青年部連合会      会 長  吉 村    隆       

長野県商工会青年部連合会      会 長  小 松  聡 志       
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主張発表大会 

Aブロック主張発表者（敬称略） 

発表順 都県名 所属商工会 氏 名 発表テーマ 

1 長 野 県 坂 城 町
さ か き ま ち

 小宮山
こ み や ま

 直
なおき

 青年部で学んだ地域に受け継がれる伝統と絆 

2 新 潟 県 大 浦 安
お お う ら や す

 武田
た け だ

 明則
あきのり

 変化する地域社会で求められる青年部のあり方 

3 千 葉 県 御 宿 町
お ん じ ゅ く ま ち

 大野
おおの

 貴
たか

広
ひろ

 商工会と青年部活動 ～繋がるエン～ 

4 東 京 都 羽 村 市
は む ら し

 津川
つ が わ

 芳乃
よ し の

 
Stella 

5 栃 木 県 喜 連 川
き つ れ が わ

 小林
こばやし

 忠
ただ

広
ひろ

 青年部で繋いでいく街の未来 

6 神奈川県 山 北 町
や ま き た ま ち

 角
か く

原
はら

 清
きよ

志
し

 追い求めた先にある景色 

    
 

Bブロック主張発表者（敬称略） 

発表順 都県名 所属商工会 氏 名 発表テーマ 

1 埼 玉 県 朝 霞 市
あ さ か し

 渋谷
し ぶ や

 武史
た け し

 
「人生の転換点・我武者羅のその先」 

2 茨 城 県 水戸市
み と し

内原
うちはら

 飯島
いいじま

 禎
よし

行
ゆき

 「背中で語れ、青年部の未来」 

3 山 梨 県 山 梨 市
や ま な し し

 水野
み ず の

 レオ
れ お

 「山梨から世界へ ～僕と葡萄と青年部～」 

4 静 岡 県 浜 北
は ま き た

 太田
お お た

 記
のり

央
お

 リセットから生まれる新たな原動力 

5 群 馬 県 高崎市
たかさきし

新町
しんまち

 濵
はま

田
だ

 守
もり

理
まさ

 

“商工会に感謝” 

青年部の一員として視覚障害を持つ自分にでき

ること。 

～「多様性」を実現できる商工会青年部～ 

    

 

審査委員（敬称略） 

 所 属 役 職 氏 名 

審査委員長 ㈱ＭＫコンサルティング（中小企業診断士） 代表取締役 黒沢 正行 

審 査 委 員 関東経済産業局 産業部 経営支援課 課  長 渡邉 智彦 

審 査 委 員 長野県 産業労働部 産業政策課 課  長 木下 育夫 

審 査 委 員 信濃毎日新聞社 論説委員 向井 紀文 

審 査 委 員 長野県商工会連合会 会  長 間瀬 一朗 
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主張発表大会実施要領 
 

１ テーマ 

青年部活動を通じて、地域振興や自社経営等の活動事例を組み入れ、テーマを作成してください。

※青年部活動と関連しないテーマは不可となる。 

 

２ 出場資格 

次の(１)及び(２)を充たす者とする。 

以下の何れかに該当する者は主張発表関東大会への出場資格がないものとする。 

・全国大会出場経験者 

・都県青連会長及び都県青連会長経験者 

(1) 関東ブロック１都１０県の代表者とする。（計１１名） 

関東大会と同一年度内に開催される各都県大会における最優秀賞受賞者１名とする。 

(2) 関東大会開催日に、商工会青年部部員資格有する者とする。 

 

３ 発表順番 

事前抽選にて、Ａブロック６名、Ｂブロック５名の２グループに分け発表順序を決定する 

※前頁の主張発表順参照 

 

４ 発表時間 

各発表者 10 分とする。 

(1) 発表時間：終了の｢3 分前｣｢1 分前｣｢終了時間｣に掲示板にて告知する。併せて終了の 1 分前  

及び終了時間に呼び鈴で告知する。 

(2) 応援動画：各発表者の発表前に 2 分間の応援動画を上映する時間を設ける(応援動画の上映 

時間は発表時間に含まない)。 

 

５ 審査委員（敬称略） 

中小企業診断士協会 

関東経済産業局 産業部 

長野県 産業労働部 

信濃毎日新聞社 

長野県商工会連合会 

 

 

６ 入  賞 

各Ａブロック、Ｂブロックの最優秀賞、優秀賞の各１名（発表者全員に記念品を贈呈） 

 ※各ブロックの最優秀賞を受賞された発表者は、第２４回商工会青年部全国大会（大阪大会）の主

張発表大会に出場する権利を得ることができる。 

 

７ 書類提出 

発表者は、発表内容を記載した原稿を事前に提出する。 

 

８ 審査基準  

８頁参照 
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９ 応援動画 

各発表者の発表前に応援動画を上映する時間を設ける。 

(1) 動画時間：2 分以内 (応援動画の上映時間は発表時間に含まない)。 

(2) 動画内容：以下に該当する内容は不可とし、全青連委員会において確認を行い、内容変更及

び再提出依頼等を行う場合がある。 

・主張発表の内容に直接的に触れている。 

・主張発表の内容を類推させる、または何らかの関連がある。 

 

１０ その他 

(1) 発表者による壇上でのプレゼンテーションツールや小道具等(発表に直接関連する成果物や

写真等)の使用は、一切認めないものとするとともに、PR 映像（DVD）は、主張発表者に対し

ての純粋な応援メッセージとする。（主張発表の内容を匂わすような VTR は不可） 

(2) 発表時の服装は、（男女ともスーツ着用とし、男性についてはネクタイを必ず着用）とする。 

(3) その他、審査に関する事項については、審査委員の協議により決定する。 

(4) 各発表者の発表前に、２分以内の PR 映像を上映する。 

※PR 映像の上映時間は発表時間に含まない。 

(5) 各発表者は発表中に、観客へ応答を求めるような呼び掛けを不可とする。 

(6) 応援者について 

・自都県代表の発表前後に、掛け声をかけることを可とする。 

・自都県代表の発表前後・発表中に限り、おそろいのジャンバー・ポロシャツ・はっぴなどを

着用することを可とする。のぼり、横断幕等の応援用備品については会場との兼ね合いも

あるため、事前に開催県事務局に確認し、認められた場合のみ可能とする。 

(7) その他必要な事項は、関東ブロック商工会青年部連絡協議会の会長会議にて決定する。 
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審査基準 
 

内容、構成、表現力･態度により採点上、協議をもって順位を決定する。 

 

１ 審査ポイント 

(1) 内 容 

① 青年部活動又は青年部員としての活動が、地域の担い手として地域振興やまちづくりの

貢献に相応しいものであるか否か 

② 商工会を通じ政策・施策等を活用し、その結果自社の経営力向上や地域の発展へと結び

ついたか否か 

③ 他の青年部活動や青年部員の範となり、共感を得るものであるか否か 

④ 青年部活動又は青年部員としての活動が、創造性、アイデアに富んだものであるか否 

①～④のいずれかを満たすことを前提として総合評価する。また、個人的体験談や自社の

PR 等に偏っていないか注意し評価すること。 

(2) 構 成     論旨が明確で、説得力があり、分かりやすいか否か 

(3) 表現力・態度  表現力が豊かであり、人に好感を与え、訴える力があるか否か 

 

２ 採点のウェイト及び採点基準 

(1) 審査にあたっては、特に内容に重点を置くこととし、表現力等の技巧にとらわれないよう

注意すること。 

(2) 審査委員１名あたりの持ち点は、５０点(内容２５点：構成１５点：表現力･態度１０点)満点と

する。 

(3) 採点の結果、同点となった場合には、各委員の評価等も勘案し、協議することとする。 

 

３ 発表所要時間の評価 

発表所要時間が１０分を超過あるいは１０分より少なかった場合、審査員それぞれの採点結果か

ら次の基準で減点を行う。 

 

＋－ １分以上２分未満 ３点 

＋－ ２分以上３分未満 ５点 

＋－ ３分以上  ７点 

  

審査項目 非常に良い とても良い 良い 普通 
ややもの 

足りない 

内  容 50 ％ ５ ４ ３ ２ １ 

構  成 30 ％ ５ ４ ３ ２ １ 

表現力・態度 20 ％ ５ ４ ３ ２ １ 
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基調講演 

テ ー マ： 

「よなよなエール流 熱量を高めるファンづくり、チームづくり」 

講 師： 

(株)ヤッホーブルーイング 

代表取締役社長  

井手
い で

 直行
なおゆき

 氏 

 
プロフィール： 

1967 年（昭和 42 年）生まれ。ニックネームは『てんちょ』。国立久留米

高専を卒業後、電気機器メーカー、広告代理店などを経て、1997 年ヤッ

ホーブルーイング創業時に営業担当として入社。 

地ビールブーム終焉の後、再起をかけ 2004 年楽天市場店の店長と

してネット通販事業を軸に V 字回復を実現。2008 年より現職。「楽天シ

ョップ・オブ・ザ・イヤー」の授賞式や記者発表会で、仮装をして登場する

パフォーマンスも注目を集めている。 

フラッグシップ製品『よなよなエール』を筆頭に、個性的なブランディン

グ、ファンとの交流にも力を入れ、クラフトビールメーカー国内約600社

の中でシェアトップ。 

『ビールに味を！人生に幸せを！』をミッションに、新たなビール文化

の創出を目指している。 
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月日 時 間 内    容 

９ 

月 

２０ 

日 

(金) 

9:00～ 
会場：長野市芸術館 

開場 

9:30～ 9:40 

① 開会宣言 

② 青年部宣言・誓いの言葉 

③ 開会挨拶 

9:40～10:05 
人（ヒューマン）づくり部門 

5 名 

10:05～10:15 休憩 

10:15～10:50 
ネットワークづくり部門 

6 名 

10:50～11:00 休憩 

11:00～11:45 
まち（地域）づくり部門 

8 商工会 

11:45～12:05 休憩 

12:05～12:30 
顕彰選考結果発表 

閉会の挨拶 

【顕彰選考会 日程表】 
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関東ブロック商工会青年部連絡協議会 令和６年度長野大会 
全青連会長顕彰選考会 
 【人（ヒューマン）づくり部門】 被推薦者（敬称略） 
発表順 都県名 商工会青年部名 氏 名 

1 東 京 都 羽 村 市
は む ら し

商工会青年部 古橋
ふるはし

 佑
ゆう

介
すけ

 
2 山 梨 県 道 志 村

ど う し む ら

商工会青年部 山口
やまぐち

 大介
だいすけ

 

3 茨 城 県 取 手 市
と り で し

商工会青年部 戸祭
とまつり

 逸人
はやと

 
4 埼 玉 県 和 光 市

わ こ う し

商工会青年部 豊 泉
とよいずみ

 裕
ひろ

隆
たか

 
5 群 馬 県 中之条町

なかのじょうまち

商工会青年部 高橋
たかはし

 泰
やす

寛
ひろ

 

【ネットワークづくり部門】 被推薦者（敬称略） 
発表順 都県名 商工会青年部名 氏 名 

1 千 葉 県 一 宮 町
いちのみやまち

商工会青年部 三上
みかみ

  実
みのる

 
2 茨 城 県 鹿 嶋 市

か し ま し

商工会青年部 山町
やままち

 浩
ひろ

信
のぶ

 

3 新 潟 県 刈 羽 村
か り わ む ら

商工会青年部 飯田
いいだ

 裕樹
ひろき

 

4 群 馬 県 榛 東 村
しんとうむら

商工会青年部 関口
せきぐち

 泰
やす

成
まさ

 
5 長 野 県 山 形 村

やまがたむら

商工会青年部 塙
はなわ

  和貴
かずき

 

6 埼 玉 県 ふかや市商工会青年部 四
よ

ツ
つ

井
い

貴
たか

博
ひろ

 
【まち（地域）づくり部門】 被推薦者（敬称略） 
発表順 都県名 商工会青年部名 

1 神 奈 川 県 逗 子 市
ず し し

商工会青年部 

2 静 岡 県 吉 田 町
よ し だ ち ょ う

商工会青年部 

3 東 京 都 狛 江 市
こ ま え し

商工会青年部 

4 群 馬 県 草 津 町
く さ つ ま ち

商工会青年部 

5 埼 玉 県 志 木 市
し き し

商工会青年部 

6 長 野 県 小布施町
お ぶ せ ま ち

商工会青年部 

7 新 潟 県 小 出
こ い で

商工会青年部 

8 茨 城 県 牛 久 市
う し く し

商工会青年部 
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全青連会長顕彰選考会に係る要領 
 
1 顕彰の目的 

事業の経営者及び後継者であり、商工会並びに地域の次代の担い手である商工会青年部にあ

って、その組織及び事業の推進が特に優秀であり、他の範となる商工会青年部及び青年部員に対

してその功績を称え、顕彰によりエールを送ることにより、他の青年部を触発し意欲の喚起を図

ることを目的とする。 

 

2 選考方法 

(1) 関東ブロック 1 都 10 県の青年部連合会において、①人（ヒューマン）づくり、②ネットワーク

づくりを各 1 名、③まち（地域）づくり 1 団体を関東ブロック商工会青年部連絡協議会会長に

対して推薦する。(該当が無い場合は推薦しなくともよい) 

(2) 上記の推薦対象者（推薦団体）は「令和 6 年度 商工会青年部全国大会に伴う顕彰要領」に基

づいたプレゼンテーションを実施し、関東ブロック商工会青年部連絡協議会会長は、顕彰対象

者（対象団体）をそれぞれ 1 名、1 団体を選考し、全国大会実行委員会委員長に推薦する。 

 

3 顕彰の種類及び基準並びに枠 

(1) 個人の部 

① 人（ヒューマン）づくり【人づくり部門】 

次の要件に該当する青年部員であること。（県青連会長経験者除く、ただしやむを得ない

事由により会長代行者となった者はその限りではない） 

・広い視野・高い視点をもって日常の青年部活動（特に県青連活動）に積極的に取り組

み、特に、人材育成に力を注ぎ、その活動を活性化させるとともに、対外的にも高い評価

を得、地域及び青年部のよき伝統の継承に貢献した青年部員とする。 

 

② ネットワークづくり【ネットワークづくり部門】 

次の要件に該当する青年部員であること。（県青連会長経験者除く、ただしやむを得ない

事由により会長代行者となった者はその限りではない） 

・広域的な青年部活動（特に単位商工会青年部・広域ブロック地域における活動）に率先

垂範し、他団体を糾合し、事業の推進にあたり大きな成果を挙げるとともに、そのネット

ワークの確立に貢献した青年部員とする。 

 

(2) 団体の部 

③ まち（地域）づくり【まち（地域）づくり部門】 

次の要件に該当する青年部であること。 

・まち（地域）づくり事業に積極的に取り組み、多くの困難を克服し地域の活性化に大きく

貢献した青年部とする。 

 

4 プレゼンテーションの方法 

プレゼンテーションは、被顕彰者本人または推薦人（各都県青連会長は不可とする）が行い、１

人当りの持ち時間は５分以内とする。資料はペーパーのみとし、パソコン等の機材は使用しないも

のとする。 

 


